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３年前の一人がみんなのために、そしてみんなが

一つの目標に向かって頑張りを見せてくれた日本

チームのラグビーワールドカップでの活躍が今も

多くの方々の記憶に深く残っていることでありま

しょう。 

来月、１１日、１２日に開催するミドリンシアタ

ー（学芸会）に向けて、各学年が目標に向け練習に

取り組んでいます。みんなが主役の集大成の姿をご

覧いただければ幸いです。 

私が教員に成りたての 1 年目、他校での道徳の授

業を参観した時のことです。それは、お母さんと幼

児の二人が歩いていた際、幼児が道路で転んでしま

います。「その時、お母さんはどうしたでしょうか。

また、あなたならどうしますか？」との教師の問い

から子供たちが議論を展開する授業でした。詳しい

ことは割愛しますが、子供たちが自分の意見を述べ

活発に話し合っていたことが今でも印象に残って

います。 

お母さんの行動には、これがよいという正解はな

いと思います。なぜなら、転ぶという状況が様々あ

るし、お母さんの考え方も様々であるからです。お

母さんの行動として、「『大丈夫？』と声をかける。」

「近寄って怪我がないか確かめる。」「手を取って起

こしてあげる。」「起き上がるように促す。」「黙って

見守る。」等々が考えられます。「手を取って起こし

てあげる」ことがよい場合もあるでしょう。また、

「黙って見守る」のように、幼児に対して「自立し

てほしい」との願いをもつ場合、「見守る」という選

択もあるでしょう。いずれにしても、対応は多様に

ありますが、力強い言葉や差し伸べられた手が、幼

児（お子さん）にとって力になり、勇気付けられる

ことが大事なことだと思います。 

周囲には自分を見てくれる人がいます。力強い言

葉や支えが崩れそうな心を立ち直らせ、つらいこと

があっても立ち向かっていく力になります。二人の

人間が支え合う形が「人」という文字です。子供た

ちがこの先どんな困難と遭遇するか、それは誰にも

わかりません。しかし、どんな時にも自分を支えて

くれる存在があると信じられる気持ちがあれば、子

供の心を強くします。時には、転び、痛い思いも経

験することがあるでしょう。しかし、そこから立ち

上がろうとする姿をしっかりと支え、育てることが

必要ではないかと考えます。 

自転車を例にすると、補助輪や補助の手を離れ、

二輪車に切り替えるときがやってきます。いつまで

も補助輪や補助してもらうわけにはいきません。子

供が乗れるように独り立ちを図っていくわけです。 

これからの人生、どんな場面に遭遇しても乗り越

えていける、また、できないことなら、できるよう

になってみせるという強靭な「向上心」を育ててい

きたいのです。そのためには、支える側としては、

決められた大人のレールに子供を乗せることでは

なく、子供が自らの力で判断し、決断できるように

支え、自分の成長を実感できるよう促すこと、また、

大人がその成長に対して共感を示してあげること

が必要なのではないでしょうか。 

アフリカには、「一人の子供を育てるには一つの

村が必要  It takes a village to raise a child 」

の格言があります。子供を育てるためには、学校の

みならず、地域社会がなければなりません。また、

地域社会が果たす役割は大きいことに気付かせて

くれます。学校と地域がどんな子供たちを育てるの

かという目標やビジョンを共有し、その向上心を支

えることに力を尽くしてまいりたいと思います。 
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★特別時程 ◆５時間授業(６時間授業なし) ※４時間授業 

 

１１月の行事予定 

日 曜日 行事予定 （ ）は該当学年です。 

1 
火 

開校記念日 白百合大学秋探し(1,2) 

あいさつ運動(～７日) 社会科見学(6)  

2 水 委員会 安全指導 

3 木 文化の日 

4 金 音楽朝会 

5 土   

6 日   

7 月  

8 火 ★  

9 水 ※  

10 木 ◆ミドリンシアター(学芸会) 【リハーサル】 

11 金 ◆ミドリンシアター【児童鑑賞日】 

12 土 ★※ミドリンシアター【保護者鑑賞日】 

13 日   

14 月 学芸会振替休業日 

15 火 白百合大学秋探し予備日(1,2) 

16 水 クラブ 

17 木 社会科見学(4) 

18 金 運動委員発表 

19 土   

20 日   

21 月  

22 火  

23 水 勤労感謝の日 

24 木 ◆避難訓練 

25 金 連音発表集会(5) 

26 土   

27 日   

28 月 ミドリンランニング始 委員会(12月分) 

29 火 音楽鑑賞教室(6) 

30 水 ※ 脊柱側弯症検査(5) 

 

＊生活目標＊ 
『協力し、すすんで仕事をしよう』 

 

＜道徳授業公開・保護者会のお知らせ＞ 

１２月１日（木）～８日（水）に道徳授業公開

及び保護者会を行います。５時間目に道徳授業

公開、その後保護者会を行う予定です。詳細は

今後配布されますお便りをご確認ください。 

１２月１日（木） ３年生 

２日（金） ４年生 

５日（月） ５年生 

７日（水） ２年生 

８日（木） １年生・６年生 

＜タグラグビー大会＞ 

調布市小学生タグラグビー大会が１０月２

２日に開かれ、２８チームの参加がありました。

緑ヶ丘小学校からは４～６年生の有志の１５

名が参加しました。朝練を中心に練習を重

ね、ラグビー外部指導員の方からも指導をい

ただき、日に日にチーム力が高まりました。当

日は、チーム一丸となって挑み、素晴らしい内

容となりました。 

喜びや悔しさを次に繋げてほしいです。 

参加したみなさん、お疲れ様でした。 

 

 

 

＜授業の服装について＞ 
体育の時の服装についてのお願いです。上着

を着用する際はフードやジッパー、ボタンのつい

ていないシンプルなトレーナーのようなものにし

てください。また、タイツやスパッツ、膝上の靴下

などは着用できません。必要な方は、体育着と

一緒に上着や靴下をご用意ください。 

 今年度も、感染対策のため換気を常時行って

います。そのため、教室内でも寒さが予想されま

す。教室内では、外用のダウンやコートなどの上

着を着用することができませんので、ひざ掛け

や厚めのパーカー、風を通しにくい薄手の上着

を必要な方はご用意ください。授業の妨げにな

らない程度に温度調節できるようご協力よろし

くお願い致します。 


